
いよいよ令和８年度がスタートしました。春を感じる風が気持ちよい４月。どの学年も、元気な毎日を過

ごしています。新年度はどの生徒も新たな希望をもち、「今年はこうなりたい」、「これを頑張りたい」とい

う目指す姿をもつことと思います。その生徒一人一人の思いを大切に、その目標、目指す姿が実現できるよ

う私たち職員も生徒に寄り添い、ともにこの一年を歩んでいこうと思っております。これから一年間よろ

しくお願いいたします。 

 

春の躍動を感じる今日のよき日に、ＰＴＡ会長 長谷川真也様をはじめ、多数の保護者の皆様のご臨席

を賜り、ここに新潟市立内野中学校 令和８年度入学式を挙行できますことを、心より感謝申し上げます。 

  内野中学校の全職員を代表して、お祝いの言葉を申し上げます。 

  ２６３名の新入生の皆さん、保護者の皆様、ご入学おめでとうございます。皆さんの入学を、教職員、在

校生一同、心から楽しみにしていました。今日から皆さんは、伝統ある内野中学校の生徒となります。 

  これから始まる中学校生活では、多少の不安を感じることもあるでしょう。しかし同時に、中学校生活へ

の期待も大きく膨らんでいることと思います。今のその気持ちを大切にし、有意義な学校生活を送ってくださ

い。そして、本校の教育目標である「自主」「他敬」「自愛」「創造」の力を身につけ、「しなやかに世界と未来

を創る人」になってくれることを心から期待しています。 

  そのためにまず、皆さん自身の「なりたい自分」をはっきりイメージしてください。そして、何事にも積極的

にチャレンジしてください。もちろん、今まで経験したことのないことに挑戦するのは勇気がいることでしょう。 

  ここで大切なことを伝えます。「中学生に失敗はありません」。もしあえて失敗を挙げるとすれば、それは

「失敗を恐れて何も行動しないこと」です。何もしなければ傷つくことや悩むことは少ないかもしれません。し

かし、そうした生活からは、感動も喜びも得られません。 私は、泣いたり悩んだり、なぐさめてもらったり助

けてもらったりしながら、人は痛みの分かる温かい大人へと成長していくものと思っています。 

  これからの変化の激しい、正解の見えない時代を生き抜くには、テストの点数だけでは不十分です。皆

で協力し、主体的に考え、対話を重ねながら意見を出し合い、力を合わせてよりよい社会をつくる力が求め

られます。そのためにも、心が柔らかいうちに、多くの経験を積むことが大切です。 

 「中学生に失敗はありません」。一つ一つの経験が、将来の困難を乗り越える力になります。友達や先輩

たちと積極的に関わり、切磋琢磨しながら、新しい自分をたくさん発見してください。 

  最後に、保護者の皆様、本日はお子様のご入学おめでとうございます。義務教育九年間の集大成とし

て、皆が自立した社会人として立派に歩めるよう、教職員一同、誠心誠意、全力で教育活動に取り組んで

まいります。学校と家庭、そして地域が同じ目標を共有し連携することが、教育の大きな成果につながりま

す。子どもたちの健やかな成長のため、共に考え、共に育んでいただくことをお願いいたしまして、式辞とい

たします。 

                              令和８年４月７日 

                              新潟市立内野中学校 校長 本間 謙一
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令和 8年４月 7日に令和 8年度の入学式を挙行いたしました。新しく始まる中学校生活に胸躍らせ、２

６３名の新入生が入学しました。ご来賓の長谷川真也 PTA会長様をはじめ、たくさんの保護者の皆様か

らご臨席賜りました。ありがとうございました。 
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温かな春の日差しが心地よく感じられる季節となりました。新入生の皆さんご入学おめでとうござい

ます。新たな環境で、新たな仲間たちと、新たな内野中を創っていく。そんな時を、皆さんと一緒に歩

んでいけることを、とても嬉しく思っています。 

様々な小学校から集まってきた皆さんが、縁あって仲間になりました。その縁を大切にしながら、お

互いの持ち味を認め合い、さらに高め合っていける仲間に成長していけるよう期待しています。 

楽しいと感じること不安になって悩むこと、いろいろ経験していくことと思います。でも、君たちが

乗り越えていった壁は、必ず君たちの「武器」や「盾」となって、君たち自身を強くしてくれるはず。

そんな君たちの「新たな挑戦」を、全力で応援していきます。 

                                                     1学年主任 

エンゲージメントを高める活動の様子 

 

  

 

 

 

約８５０名の参列者 

校長式辞 PTA会長祝辞 

歓迎の言葉 

新入生退場の様子 

エンゲージメントとは 

相互に影響し合い、共に必要

な存在として絆を深めながら

成長できるような関係を築い

ていくことです。 

 

価値観が書かれたカードを取捨選択する活動を通して、お互いの価値観を理解していきます。 

 



 

今年度、皆さんに期待するのは「自律」と「貢献」です。 

自律（自分を律する） 

誰かに言われてから動くのではなく、今の自分に何が必要かを考え、自ら判断して行動することで

す。例えば学習面では、内容が急に難しくなります。「後でやればいい」という甘えを捨て、日々の積み

重ねを大切にしていきましょう。また、一人の生徒として、市民としてのマナーも問われます。どこに

いても「自分を律する」ことができる、自立した人間を目指してください。 

貢献（誰かのために動く） 

２年生は様々な行事や委員会活動において、実質的な運営を担う場面が増えてきます。後輩を導き、

３年生を支えましょう。「学校の顔」としての自覚をもち、自分のクラスや学年、そして学校全体のため

に何ができるかを考え、実行に移してほしいと願っています。 

     OGP開催！                       2 学年主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

進級おめでとうございます。期待とやる気に満ち満ちている一方、不安な気持ちも抱えていることと

思います。今年は最高学年、学校の顔となります。人とのつながりを大切にしながら、自分の良さを最

大限発揮する 1年にできるよう、共に頑張っていきましょう！ 

最初の学年朝会では、今年の３学年の方針を話しました。生徒も先生も「失敗を恐れない。自分の良

さを積極的に発揮し、得意なことにどんどん挑戦する。あきらめず、粘り強く、やり抜く」ことを目指

します。そのために、 

①「対話を大切にする。」②「他敬と自愛」③「迷ったら GO!」④「ピンチはチャンス」 
上記内容は、３年生と３年生の先生方で「ともに」目指します。もちろんうまくいかず悩むこともあ

ると思います。１つずつしっかりと向き合って、最後の義務教育 1年を充実した時間にしていきたいと

思っています。                             3学年主任 

学級目標決めの様子                  

 

 

 

 

 

 

 

OGP とは 

学年主任の先生の名前をつけた

グランプリの略です。 

クラス対抗イベントで、優勝ク

ラスは、次の開催までトロフィ

ーが与えられます。 

理想の学級像について一人一人の考えを可視化し、お互いの意見

を尊重して、全員が納得できる学級目標を考えました。 



 
今年度の人事異動で、下記の通り１２名の職員が着任いたしました。昨年度からの職員とともに力を合

わせ、内野中学校の教育活動の推進のために全力を尽くしていきます。よろしくお願いします。 

 

 

 
内野中学校の様子をタイムリーにお知らせするため、学校ブログを開設しています。下記の QR コード

から入ることができますので、ぜひ、お気に入りに登録の上、ご覧いただきたいと思います。学校だよりも

カラーでご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


